
評価結果総括表　（2013年暫定版）

スコア平均　2.36 スコア平均　2.78 スコア平均2.91

スコア平均1.85

神奈川県
横浜市

フロー評価結果（取組進捗評価（自主評価））

人口   ：　約370万人（平成24年7月1日現在）
世帯数：　約161万世帯（平成24年7月1日現在）
面積   ：　約435km2（平成24年10月15日現在）
市内総生産（名目）：　約12.6兆円
                     （平成22年度 横浜市の市民経済計算）
15歳以上就業者数：　約180万人（平成22年 国勢調査）

平成２４年度の
取組の都市総括

　横浜市が目指す「環境未来都市」の姿は、温室効果ガスの排出を減らし、自然と調和のとれた、高齢者や子ども達も暮らしやすい都市、そして世界に開かれ市民がもっとチャレンジできる活力と魅力ある都市である。その実現に向けて、下記の５分
野について取組を進めてきた。平成２４年度の代表的な成果は下記の通りである。
①低炭素・省エネルギー：横浜市と民間企業の連携でスマートグリッド構築を目指す「横浜スマートシティプロジェクト」では、再生可能エネルギー導入１３ＭＷ（累計３２ＭＷ）、ＨＥＭＳ導入１６９５件（同２６４０件）等を達成した。（平成２５年度から本格
的な地域エネルギーマネジメントの実証を開始。）
②水・自然環境：上下水道技術の海外展開支援のため、海外への職員派遣（平成２４年度：１７人）、研修員受入（同１２５人）を実施した。また、新興国の廃棄物処理などの課題解決支援のために１３件の国際技術協力に取り組んだ。
③超高齢化対応：超高齢化や環境などの課題解決のための「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」の取組の一環として、横浜市と東急電鉄が既存のまちの持続・再生を目的とした「次世代郊外まちづくり」に関する協定を締結し、市内の「たまプラー
ザ駅北側地区」をモデルとして、市民ワークショップや官民連携の研究会などを通した基本構想の策定に着手した。（平成２５年６月取りまとめ）
④クリエイティビティ（文化芸術）：　「省エネルギー技術」とアーティストが発揮する豊かな「創造性」を掛け合わせた、横浜都心臨海部でのライトアップイベント「スマートイルミネーション2012」を開催し、42のプログラムを実施した。
⑤チャレンジ（経済活性化）：環境・エネルギーや医療・健康分野を中心とした市内企業の技術・経営革新の推進のため、新規研究開発支援（平成２４年度：３１件）や知的財産活用支援（同８０件）を実施した。
　また、これらの取組を含む環境未来都市・横浜の取組について、リオ＋２０（平成２４年６月）や横浜で初開催したアジア・スマートシティ会議（同１０月）などの国際会議・イベント等の機会を捉えて、国内外に向けて発信した。

Q3．経済的価値

                                     ストック評価結果（CASBEE都市評価（統計データ））  ※統計データは2010年のもの。都市の現状値を評価

Q1．環境的価値 Q2．社会的価値 Q3．経済的価値

Q1．環境的価値 Q2．社会的価値

本年度達成度平均 105.6 % 本年度達成度平均 98.2 % 本年度達成度平均 101.6 %

本年度の対5年目標達成度平均 40.6 % 本年度の対5年目標達成度平均 44.3 % 本年度の対5年目標達成度平均 28.4 %

推進ボードからのコメント 推進委員会からのコメント
環境分野の中核となる地域エネルギーシステムはおおむね
計画以上の進捗が確認できており、高く評価できる。
社会的価値のプログラムの主要な成果はポイント制度など環
境未来都市以前からの取り組みである。次年度は３つのモデ
ル地区における構想実現の成果の報告を期待する。

■ＭＩＣＥに極端に注力しない方が良い。ITの進化やテロ・疾病等の影
響により、世界の潮流は国際会議費用を削る傾向にある。一方で、唯
一国際的な要素があるのが横浜。アジアにおける横浜市の立場ひい
ては日本の立場を強固なものにするため、台湾・韓国・東南アジア等を
積極的に連携を図って欲しい。
■たくさんの取組みを実行しており、大変素晴らしい。

L．環境負荷（CO2排出量）
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指標01 環境 再生可能エネルギーの導入量（MW）

指標02 環境 HEMS（ホームエネルギーマネジメントシステム）の導入件数(件)

指標03 環境 MM21周辺地区の特定電気事業の検討

指標04 環境 EVの導入台数（台）

指標05 環境 電気式ハイブリッドバスの計画的な導入（両）

指標06 環境 横浜港における温暖化対策

指標07 環境 ごみ処理に伴う温室効果ガス排出量

指標08 環境 水・環境ソリューションハブ登録・運営

指標09 環境 職員派遣(人)

指標10 環境 研修員受入(人)

指標11 環境 上下水道技術の展開(横浜ウォーター（株）との連携)（件）

指標12 環境 国際技術協力取組件数（件）

指標13 環境 川井浄水場の再整備

指標14 環境 再生可能エネルギー導入量（kW）

指標15 環境 二酸化炭素排出抑制量(t-CO2)

指標16 環境 従来の焼却方式から燃料化方式へ変更したことによるCO2排出削減量 (t-CO2/年)

指標17 環境 浅海域を利用した海づくり

指標18 環境 高度処理化を導入した水処理施設の系列数(系列)

指標19 環境 雨水吐き室の改良（箇所）

指標20 環境 市民参加による構想計画の策定と実現

指標21 環境

■評価指標（5年）　①エコツアーのルールの設定
　　　　　　　　　　　　　②ガイド育成研修参加者数（人）
■評価指標（1年）　①シャトルバスの試験運行における乗車人数（1日につき）（人）
　　　　　　　　　　　　　②マップの作成部数（部）

指標22 環境 環境教育プログラムに参加した児童・生徒数 (人／年)

指標23 社会 定期的に運動をしている高齢者（％）

指標24 社会 地域活動に参加する高齢者（％）

指標25 社会 よこはま多世代・地域交流型住宅の整備（か所）

指標26 社会 高齢化が進んでいる団地への生活支援機能の誘致（か所）

指標27 社会 移動情報センター開設区数（区）

指標28 社会 地域子育て支援拠点の充実（か所）

指標29 社会 親と子のつどいの広場の拡充（か所）

指標30 社会 寄り添い型支援事業実施数（箇所）

指標31 社会 よこはま型若者自立塾利用人数（人）

指標32 社会 個別ケース検討会議実施数（件/年）

指標33 社会 地域専門員によるこんにちは赤ちゃん訪問の充実（％）

指標34 社会 在宅療養ネットワーク構築支援（地域）

指標35 社会 患者情報共有ｼｽﾃﾑ構築支援（地域）

指標36 社会 救急搬送受入連携支援事業参加病院（病院）

指標37 社会 横浜型モデルの構築（地区）

指標38 社会 住民主導の取組実施地区数 (地区)　※年1.5地区の増

指標39 社会 バリアフリー化整備延長（累計） (km)

指標番号 価値分類 評価指標 指標番号 価値分類 評価指標

指標40 社会 モビリティマネジメントの実施

指標41 社会 超小型モビリティの導入台数（台）

指標42 社会 生活支援バスサービスの整備（路線）

指標43 社会 対象商店街との連携（か所）

指標44 社会 モデル事業の実施

指標45 経済 「OPEN YOKOHAMA」キャンペーン参加事業（件）

指標46 経済 芸術文化教育プログラムの実施（校）

指標47 経済 地区再生のための小規模店舗借り上げ数（軒）

指標48 経済 再開発事業の推進

指標49 経済 芸術不動産リノベーション助成の件数（件）

指標50 経済 アーティスト･クリエーターのための事務所開設等助成件（件）

指標51 経済 地域貢献事業の実施（事業）

指標52 経済 象の鼻テラス入場者数累計（人）

指標53 経済 省電力化ライトアップ施設数累計（か所）

指標54 経済 スマートイルミネーション実施プログラム数（プログラム）

指標55 経済 海外誘客数（人）

指標56 経済 国際会議開催件数（うち中・大型） （件）

指標57 経済 観光消費額（億円）

指標58 経済 コミュニティサイクルの実施

指標59 経済 エキサイトよこはま２２事業における事業化数 (件)

指標60 経済 みなとみらい２１地区まちづくりにおける新規開発（建物延床5,000㎡以上）着手数 (件)

指標61 経済 コンテナ取扱貨物量（万TEU)（暦年）

指標62 経済 Face-to-Faceコミュニケーションの活用

指標63 経済 福祉機器開発体制（プラットフォーム）構築

指標64 経済 新規研究開発件数（件）

指標65 経済 環境産業振興に関するプロジェクトの実施数（件）

指標66 経済 知財活用支援件数（件）

指標67 経済 企業の技術連携コーディネート（件）

指標68 経済 環境関連企業の情報発信数（回）

指標69 経済 環境啓発イベント・講座参加者数（人）

指標70 経済 環境教育実践推進校の指定校数（校）

指標71 経済 魅力ある高校教育の推進（校）

指標72 経済 セミナー等開催（回）

指標73 経済 よこはまグッドバランス賞認定15事業所程度（事業所）

CS734616
タイプライターテキスト
評価指標リスト

CS734616
タイプライターテキスト

CS734616
タイプライターテキスト

CS734616
長方形



作成日：平成２５年６月３０日
作成者（部署／氏名）：横浜市温暖化対策統括本部環境未来都市推進課長　　　　奥村誠
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①環境未来都市計画及び
目標の策定

環境未来都市計画の各取組に中長期（5年後）および単年度（1
年後）の目標が設定されている。

環境未来都市計画書

CITYNET、C40に参画しており、そこで得られた知見を自らの行
動に反映している。

環境未来都市計画書

全ての目標値は定量的に評価できる。定量的に評価できない目
標値は、その進捗を計測する代替手段がある。

対応済

全ての取組においては責任者が定められており、明文化されて
いる。

環境未来都市　ＰＤＣＡサイクルを回すための取組執行体制に係わる自己チェックリスト

確認事項 チェック項目 確認根拠 是正処置

環境未来都市計画書

②実施体制の構築
構成員間の役割分担・責任分担が明文化された体制図が作成
されている。

環境未来都市計画書、横
浜市環境未来都市推進
本部設置要綱

部局間、事業間の連携を図るために仕組みづくり（会議運営等、
各都市で具体的な内容を明記）が検討されており、かつ実行さ
れている。

横浜市環境未来都市推
進本部設置要綱

③都市間連携・ネットワー
クの有効活用

福島県会津若松市等とスマートシティの構築に関して、バルセロ
ナ市等と温暖化対策等に関して、連携をしている、もしくは今後
連携を予定している。

環境未来都市計画書、包
括協定

成功事例を他へ展開するためにJICAとの包括連携協定を構築
している、もしくは今後構築を予定している。

包括協定

④関係者の参画 全体計画の立案から、その実行、見直しの全てのフェーズにお
いて関係者が参画している。

環境未来都市推進会議
設置要綱、環境未来都市
推進会議委員一覧

環境未来都市計画において各取組に参画が必要な関係者が特
定されており、明文化されている。

環境未来都市計画書

⑤関連文書の記録・作成 文書の作成者、承認者が決まっている。また文書・記録の管理
を実施する責任者が決まっており、明文化されている。

横浜市行政文書管理規
則

作成された文書・記録の保管場所・保管期間が決まっており、関
係者に周知徹底されている。

横浜市行政文書管理規
則

ウェブサイト等のＩＣＴを活用した情報開示を行っている。
横浜市温暖化対策統括
本部環境未来都市推進
課ホームページ

⑥取組状況の定期的な確
認並びに問題の是正およ
び予防

計画の中で、定期的（１回／年）に「取組評価」の自主評価が明
文化され、かつ実行している。

評価結果シート、自己
チェックリスト

定期的（１回／年など）な自主評価の結果、目標の達成が難しい
と判断された取組に対しては確実に是正処置を施すよう、その
確認をする責任者が決められている。

環境未来都市計画書

計画の中で、毎年ＰＤＣＡサイクルを回すための取組執行体制
に係わる自己チェックリストの自主評価が明文化され、かつ実行
している。

自己チェックシート

⑦代表者による全体の評
価と見直し

代表者による全体評価のプロセスが構築され、かつ実行してい
る。

環境未来都市計画書

代表者による全体評価において評価すべき項目が決められて
いる

環境未来都市評価結果
シート

前回の代表者による全体評価での指示事項は全て実行されて
いる。

⑧その他 国際会議の主催・誘致等により、国際会議の場で環境未来都市
の成功事例を発信している。

是正処置への対応の詳細
定量的に評価できない項目について、進捗状況を事業の進行度合いに応じて評価している。

代表者による確認
環境未来都市計画初年度に取り組んだ内容について着実にＰＤＣＡサイクルを回せるよう、全庁的な体制を整えて臨んでいる。出てきた成果
については、国内（福島県会津若松市、宮城県山元町及び南三陸町）はもちろんのこと、国外についてもバルセロナ市（スペイン）、セブ市
（フィリピン）、ダナン市（ベトナム）など包括協定を結んだ都市を中心に、提供・展開を始めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温暖化対策統括本部環境未来都市推進担当理事　信時正人

推進ボードによる確認
ガバナンスの体制は順調に構築されている。必要に応じていずれの部署でも対応できる全庁的な体制、東京電鉄や環境関連企業との協働
関係、東京大学その他との連携や他市との包括協定などが横浜市の温暖化対策統括本部を中心として戦略的に体制化されている。分野横
断的な連携の先例となることを期待する。

推進委員会による確認
特段ご意見なし。



　（参考）取組進捗状況一覧

都市名 取組番号 取組 指標番号 評価指標 価値分類 評価方法 基準値
1年目の
目標値

2年目の
目標値

3年目の
目標値

4年目の
目標値

5年目の
目標値

1年目の
目標値

1年目の
実績値

単年度の
達成度

5年目標に
対する達成

度
進捗状況説明

指標01 再生可能エネルギーの導入量（MW） 環境 定量評価 19 12 27 12 13 108% 119% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標02
HEMS（ホームエネルギーマネジメントシステム）
の導入件数(件)

環境 定量評価 995 1,000 4,000 1000 1645 165% 66% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標03 MM21周辺地区の特定電気事業の検討 環境 進捗率評価 － 導入基礎調査の実施

事業化判断、事業可
能性が認められた事
業について実施計画

の策定
導入基礎調査の実施 実施 100% 20% 当初計画どおり、導入基礎調査を実施した。

指標04 EVの導入台数（台） 環境 定量評価 492 300 2,000 300 414 138% 45% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標05 電気式ハイブリッドバスの計画的な導入（両） 環境 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
10

10 10 50 10 10 100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

取組03 低炭素化による「選ばれる港づくり」 指標06 横浜港における温暖化対策 環境 進捗率評価 － 温暖化対策案の作成

ＬＥＤ灯など省エネ効
果の高い照明器具の

導入８か所
(25年度からの累計)

温暖化対策案の作成 温暖化対策案の作成 100% 20%

当初計画どおり、横浜港における温暖化対策案を作成した。
温暖化対策の内容は次のとおり。
　・LED照明など照明設備の高効率化
　・CO２削減効果、省エネ効果の高い荷役機械の導入　など。

取組04 ごみを減らして脱温暖化　～ヨコハマ３R夢プランの推進～ 指標07 ごみ処理に伴う温室効果ガス排出量 環境 定量評価

【参考】
2011年度の実績値：

25.3万トン-CO2
（平成21年度比10.3％

削減）

平成21(2009)年度に
比べ18％以上削減

※平成28年度当初に
設定

平成21(2009)年度に
比べ18％以上削減

― N.A. N.A. 現時点で実績値が未集計。

取組05
下水道技術の水・環境ソリューションハブの登録・運営、公民連携によ
る海外水ビジネス展開支援

指標08 水・環境ソリューションハブ登録・運営 環境 進捗率評価 －
水・環境ソリューション

ハブへの登録
研修生受入：200人／

年
水・環境ソリューション

ハブへの登録
水・環境ソリューション

ハブへの登録
100% 20% 当初計画どおり、水・環境ソリューションハブに登録された。

指標09 職員派遣(人) 環境 定量評価

【参考】
2011年度までの実績

値（累計）：
200人

7 35 7 17 243% 49% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標10 研修員受入(人) 環境 定量評価

【参考】
2011年度までの実績

値（累計）：
2,202人

112 554 112 125 112% 23% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標11
上下水道技術の展開(横浜ウォーター（株）との連
携)（件）

環境 進捗率評価

【参考】
2010~2011年度までの実

績値（累計）：
コンサルティング業務等

11件
海外研修員受入　6件

その他　2件
※継続案件は、年度ごと

に1件として積算

コンサルティング業務
等　数件、海外研修員
受入　数件、海外水道

事業への関与

コンサルティング業務
等　数件、海外研修員
受入　数件、海外水道

事業への関与

コンサルティング業務
等　数件、海外研修員
受入　数件、海外水道

事業への関与

コンサルティング業務
等　7件、海外研修員
受入　5件、海外水道

事業への関与

100% 20%
コンサルティング業務等、研修員受入、海外水道事業への関与の各々に
ついて、事業が順調に進捗し、想定していた事業量を達成した。

取組07 公民連携による新興国の課題解決支援 指標12 国際技術協力取組件数（件） 環境 定量評価

【参考】
2011年度の

実績値：
8

2 2 10 2 13 650% 130% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標13 川井浄水場の再整備 環境 進捗率評価
【参考】

2011年度の実績値：
工事進捗率：55.5％

工事進捗率：80.2％
工事完了

浄水能力：171,070㎥/
日

工事進捗率：80.2％ 工事進捗率：80.2％ 100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標14 再生可能エネルギー導入量（kW） 環境

2012年度：
進捗率評価

2013～2016年度：
定量評価

【参考】
2011年度までの実績

値（累計）：1794
0 206 0 0 100% 20%

再生可能エネルギーの導入事業について、当初計画どおり事業が進捗し
た。

指標15 二酸化炭素排出抑制量(t-CO2) 環境

2012年度：
進捗率評価

2013～2016年度：
定量評価

【参考】
2011年度までの実績

値（累計）：6721.6
0 561 0 0 100% 20%

再生可能エネルギーの導入事業について、当初計画どおり事業が進捗し
た。

取組09 下水資源の有効利用、温暖化対策 指標16
従来の焼却方式から燃料化方式へ変更したこと
によるCO2排出削減量 (t-CO2/年)

環境 進捗率評価 - － 5900 － - 100% 20% 下水汚泥燃料化事業について、当初計画どおり事業が進捗した。

指標17 浅海域を利用した海づくり 環境 進捗率評価 -
浅場形成への取組・市

民活動支援の推進
浅場形成への取組・市

民活動支援の推進
浅場形成への取組・市

民活動支援の推進
浅場形成への取組・市

民活動支援の推進
100% 20%

京浜臨海部では海域の水質、底質、生物相の基礎調査を実施し、人工干
潟整備（実証実験用）に向けた準備を行った。また、都心臨海部において
は、平成24年5月に開催された「2013　世界トライアスロンシリーズ横浜大
会」のプレイベントに参加し、水質浄化等の事業PRを行うとともに、これま
で実施した海域調査の結果を踏まえ、山下公園前での水域環境改善の
事業化に向けた関係部署との調整を行うなど、きれいな海づくりに向けた
取組が進んでいる。

指標18
高度処理化を導入した水処理施設の系列数(系
列)

環境 定量評価 17 19 21 19 18 50% 25% 当初計画に対して一定の進捗が得られた。

指標19 雨水吐き室の改良（箇所） 環境 定量評価 83 104 111 104 85 10% 7%
当初想定からのスケジュールの変更により当初計画に達しなかった。こ
の未達成分も含め平成25年度に達成予定。

指標20 市民参加による構想計画の策定と実現 環境 進捗率評価 - 策定 推進 策定 策定 100% 20% 当初計画どおり、市民参加による整備構想を策定した。

指標21

■評価指標（5年）
①エコツアーのルールの設定
②ガイド育成研修参加者数（人）
■評価指標（1年）
①シャトルバスの試験運行における乗車人数（1
日につき）（人）
②マップの作成部数（部）

環境 進捗率評価 -
①30人／日
②15,000部

①評価指標ではなく
チェックリストでの評価
が相応しいと考えられ

る。
②20人/年

①30人／日
②15,000部

①42.64人／日
②15,000部

100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標22
環境教育プログラムに参加した児童・生徒数 (人
／年)

環境 定量評価 151 200 300 200 596 298% 199% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標23 定期的に運動をしている高齢者（％） 社会 定量評価
【参考】

2010年度の
実績値：0.531

0.54 0.62 0.54 - N.A. N.A.
3年に一度の調査であり、最新の調査が2010年度であるため2012年度は
集計を行っていない。

指標24 地域活動に参加する高齢者（％） 社会 定量評価
【参考】

2010年度の
実績値：0.448

0.42 0.5 0.42 - N.A. N.A.
3年に一度の調査であり、最新の調査が2010年度であるため2012年度は
集計を行っていない。

指標25 よこはま多世代・地域交流型住宅の整備（か所） 社会 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：0
1 13 1 0 0% 0%

当初想定からのスケジュール（契約・着工）の変更により、目標未達成と
なった。

指標26
高齢化が進んでいる団地への生活支援機能の
誘致（か所）

社会 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：0
4 20 4 2 50% 10% 当初計画に対して一定の進捗が得られた。

取組12-3
身近なつながり・支え合いの仕組みづくり
～障害者の地域生活を支えるセーフティネットの形成～

指標27 移動情報センター開設区数（区） 社会 定量評価 3 3 9 3 3 100% 67% 当初計画どおり事業が進捗した。

取組12-1
身近なつながり・支え合いの仕組みづくり
～横浜型高齢者活躍プロジェクトの実施～

取組12-2
身近なつながり・支えあいの仕組み作り
～よこはま多世代・地域交流型住宅の供給促進～

環境未来都市計画での記載内容 1年目（2012年度）の達成状況

取組08 環境にやさしい水道システムの構築

取組10 きれいな海づくり

取組01 地域エネルギーマネジメントシステムの構築・普及

取組02 電気自動車（EV）の普及･利活用

取組06 先進的都市インフラ技術の海外展開

神奈川県
横浜市

取組11 つながりの森構想（市民協働による円海山周辺緑地の保全）
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　（参考）取組進捗状況一覧

都市名 取組番号 取組 指標番号 評価指標 価値分類 評価方法 基準値
1年目の
目標値

2年目の
目標値

3年目の
目標値

4年目の
目標値

5年目の
目標値

1年目の
目標値

1年目の
実績値

単年度の
達成度

5年目標に
対する達成

度
進捗状況説明

環境未来都市計画での記載内容 1年目（2012年度）の達成状況

指標28 地域子育て支援拠点の充実（か所） 社会 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：18
18 18 18 18 100% 100% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標29 親と子のつどいの広場の拡充（か所） 社会 定量評価 36 42 54 42 42 100% 33% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標30 寄り添い型支援事業実施数（箇所） 社会 定量評価 4 6 14 6 6 100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標31 よこはま型若者自立塾利用人数（人） 社会 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
5983

3,300 17,600 3300 3774 114% 21% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標32 個別ケース検討会議実施数（件/年） 社会 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
440

600 800 600 671 112% 84% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標33
地域専門員によるこんにちは赤ちゃん訪問の充
実（％）

社会 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
70.8

73 80 73 75.9 104% 95% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標34 在宅療養ネットワーク構築支援（地域） 社会 定量評価 5 2 18 2 2 100% 39% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標35 患者情報共有ｼｽﾃﾑ構築支援（地域） 社会 進捗率評価 - - 3 - - 100% 20% 5年間目標の達成に向けて平成25年度以降のスケジュールを確認した。

指標36 救急搬送受入連携支援事業参加病院（病院） 社会 定量評価 3 4 8 4 6 300% 60% 当初計画以上に事業が進捗した。

取組14 持続可能な住宅地モデルプロジェクト 指標37 横浜型モデルの構築（地区） 社会 定量評価 0 1 3 1 1 100% 33% 当初計画どおり事業が進捗した。

取組15-1
市民に身近な地域におけるきめ細かな交通機能の強化
～地域交通サポート（住民主導による地域交通手段導入支援）～

指標38
住民主導の取組実施地区数 (地区)
※年1.5地区の増

社会 定量評価 16 16 22 16 17 100% 17% 当初計画どおり事業が進捗した。

取組15-2
市民に身近な地域におけるきめ細かな交通機能の強化
～バリアフリー歩行空間整備事業～

指標39 バリアフリー化整備延長（累計） (km) 社会 定量評価 23.8 27.7 37.7 27.7 25.9 54% 15% 当初計画に対して一定の進捗が得られた。

取組15-3
市民に身近な地域におけるきめ細かな交通機能の強化
～モビリティマネジメント～

指標40 モビリティマネジメントの実施 社会 進捗率評価

【参考】
2011年度の

実績値：
特定バス路線：２系統で実施
公共交通利用促進啓発イベ

ント：２回開催

特定バス路線：２系統で実施
学校教育：１校で1回実施
路線マップ：２区で作成

推進
特定バス路線：２系統で実施

学校教育：１校で1回実施
路線マップ：２区で作成

特定バス路線：２系統で実施
学校教育：１校で1回実施
路線マップ：２区で作成

100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

取組15-4
市民に身近な地域におけるきめ細かな交通機能の強化
～超小型モビリティの有用性の検証と普及促進～

指標41 超小型モビリティの導入台数（台） 社会 定量評価
【参考】

2011年度の
実績値：7

10 50 10 8 80% 16% 概ね当初計画どおり事業が進捗した。

指標42 生活支援バスサービスの整備（路線） 社会 定量評価
【参考】

2011年度の
実績値：2

1 2 1 3 300% 150% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標43 対象商店街との連携（か所） 社会 定量評価
【参考】

2011年度の
実績値：1

1 3 1 2 200% 67%

当初計画以上に事業が進捗した。
なお、本指標の基準値は0（2012年度当初が基準）、「目標（1年）」は単年
度での目標値設定、「目標（5年）」は2012年度からの5年間の累計値での
目標値設定である。そのため、算出方法として、単年度の達成度を「（1年
目の実績値）/（1年目の目標値）」、5年目標に対する達成度を「（2012年
度からの累計値）/（5年目の目標値）」とする。

取組16 農的空間を活用した都市政策 指標44 モデル事業の実施 社会 進捗率評価 -
事業実施に向けた共

同研究の実施

※平成24年度の共同
研究の実施結果をもと
に今後目標値を設定

事業実施に向けた共
同研究の実施

共同研究の実施 100% 20% 当初計画どおり、共同研究を実施した。

指標45
「OPEN YOKOHAMA」キャン
ペーン参加事業（件）

経済 定量評価
【参考】

2011年度の
実績値：302

150 750 150 262 175% 35% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標46 芸術文化教育プログラムの実施（校） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の
実績値：77

73 365 73 73 100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標47 地区再生のための小規模店舗借り上げ数（軒） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：9
10 40 10 7 70% 18% 当初計画に対して一定の進捗が得られた。

指標48 再開発事業の推進 経済 進捗率評価 - 事業推進

都市機能更新率(再開
発区域における宅地
面積のうち、４階建て
以上の建築物の宅地
面積の割合)：100％

事業推進 事業推進 100% 20% 当初計画どおり、再開発事業が進捗した。

指標49 芸術不動産リノベーション助成の件数（件） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：2
2 10 2 1 50% 10% 当初計画に対して一定の進捗が得られた。

指標50
アーティスト･クリエーターのための事務所開設等
助成件（件）

経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：11
10 50 10 13 130% 26% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標51 地域貢献事業の実施（事業） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：22
28 140 28 24 86% 17% 概ね当初計画どおり事業が進捗した。

指標52 象の鼻テラス入場者数累計（人） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：24
25 100 25 35 140% 35% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標53 省電力化ライトアップ施設数累計（か所） 経済 定量評価 - 2 10 2 1 50% 10% 当初計画に対して一定の進捗が得られた。

指標54
スマートイルミネーション実施プログラム数（プロ
グラム）

経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：18
30 200 30 42 140% 21% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標55 海外誘客数（人） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：52
78 332 78 70 90% 21% 概ね当初計画どおり事業が進捗した。

指標56 国際会議開催件数（うち中・大型） （件） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
169

202 807 202 169 84% 21% 概ね当初計画どおり事業が進捗した。

指標57 観光消費額（億円） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
1906

2,270 9,079 2270 1924 85% 21% 概ね当初計画どおり事業が進捗した。

取組22 コミュニティサイクルを活用したまちのにぎわいづくり 指標58 コミュニティサイクルの実施 経済 進捗率評価

【参考】
2011年度の実績値：
1日の平均利用回数

約110回/日

1日あたりの平均利用
回数:165回/日

（平成23年（約110回/
日）の1.5倍（165回/

日））

コミュニティサイクルの
本格実施

1日あたりの平均利用
回数:165回/日

（平成23年（約110回/
日）の1.5倍（165回/

日））

1日あたりの平均利用
回数:245回/日

100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

神奈川県
横浜市

質の高い文化芸術による横浜ブランドの発揮

取組18 文化芸術の創造性と地域力を生かしたまちの再生（初黄・日ノ出町）

取組19
歴史的建造物や倉庫、空きビル等を活用し、アーティスト・クリエーター
等が創作・発表・滞在する創造界隈の形成

取組20
都心臨海部を舞台とした、創造的活動の積極的誘導による国際的な
観光交流拠点の形成（ナショナルアートパーク構想の推進）

取組21 世界の人々が交流する国際観光・MICE都市の実現

取組17

取組15-5
市民に身近な地域におけるきめ細かな交通機能の強化
～市営バスの地域貢献～

取組12-4
身近なつながり・支え合いの仕組みづくり
～地域における子育て支援の充実～

取組12-5
身近なつながり・支え合いの仕組みづくり
～子ども・若者の育成支援の充実～

取組12-6
身近なつながり・支え合いの仕組みづくり
～児童虐待防止～

取組13 大都市（横浜）型の地域介護・医療連携システムの構築
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　（参考）取組進捗状況一覧

都市名 取組番号 取組 指標番号 評価指標 価値分類 評価方法 基準値
1年目の
目標値

2年目の
目標値

3年目の
目標値

4年目の
目標値

5年目の
目標値

1年目の
目標値

1年目の
実績値

単年度の
達成度

5年目標に
対する達成

度
進捗状況説明

環境未来都市計画での記載内容 1年目（2012年度）の達成状況

指標59
エキサイトよこはま２２事業における事業化数
(件)

経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：0
1 11 1 1 100% 9% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標60
みなとみらい２１地区まちづくりにおける新規開発
（建物延床5,000㎡以上）着手数 (件)

経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：1
5 10 5 5 100% 50% 当初計画どおり事業が進捗した。

取組24 （東北方面の経済復興支援も含めた）横浜港の国際競争力の強化 指標61 コンテナ取扱貨物量（万TEU)（暦年） 経済 進捗率評価 308 - 400 - 305 100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

取組25 ライフサイエンス分野におけるFace-to-Faceコミュニケーションの活用 指標62 Face-to-Faceコミュニケーションの活用 経済 進捗率評価 -
実用化可能性の確認
または活用方策の検

討

事業化または実証実
験の実施検討

実用化可能性の確認
または活用方策の検

討

実用化可能性の確認
または活用方策の検

討
100% 20%

当初計画どおり検討を進めた。
また、京浜臨海部を中心とするライフサイエンス拠点を結ぶ超高速プラス
チック光ファイバーの導入計画に変更が生じたことにより、平成28年度ま
での実施が困難となったことから、平成25年度以降の本計画から削除す
る。

取組26 技術移転パートナー企業育成事業 指標63 福祉機器開発体制（プラットフォーム）構築 経済 進捗率評価

【参考】
2011年度の実績値：

関係機関、企業等によ
る会合の開催（１回）

関係機関、企業等によ
る会合の開催（１回）

プラットフォーム参加
機関数： ５０以上

関係機関、企業等によ
る会合の開催（１回）

関係機関、企業等によ
る会合の開催（１回）

100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標64 新規研究開発件数（件） 経済 定量評価 【参考】
2011年度の実績値：22

29 145 29 31 107% 21% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標65 環境産業振興に関するプロジェクトの実施数（件） 経済 進捗率評価
【参考】

2011年度の実績値：0
1 1 1 1 100% 100% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標66 知財活用支援件数（件） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
71

70 421 70 80 114% 19% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標67 企業の技術連携コーディネート（件） 経済 定量評価 - 4 20 4 4 100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標68 環境関連企業の情報発信数（回） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：36
60 400 60 3 5% 1%

当初想定していた民間の展示会が開催中止となったため、目標未達成と
なった。

指標69 環境啓発イベント・講座参加者数（人） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：
902

180 900 180 1033 574% 115% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標70 環境教育実践推進校の指定校数（校） 経済 定量評価 35 44 56 44 44 100% 43% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標71 魅力ある高校教育の推進（校） 経済 進捗率評価 -
中高一貫教育校の開

校：1校
特色ある専門コースな

どの設置：3校
中高一貫教育校の開

校：1校
1 100% 20% 当初計画どおり事業が進捗した。

指標72 セミナー等開催（回） 経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：3
10 44 10 17 170% 39% 当初計画以上に事業が進捗した。

指標73
よこはまグッドバランス賞認
定15事業所程度（事業所）

経済 定量評価
【参考】

2011年度の実績値：11
15 71 15 22 147% 31% 当初計画以上に事業が進捗した。

神奈川県
横浜市

取組30 女性の自立・就労支援、女性起業家の成長支援

取組27 脱温暖化～成長分野を捉えた市内中小企業のイノベーション促進

取組28 横浜グリーンバレー構想

取組29 横浜らしい教育による「環境未来都市『横浜』」を支える人材の育成

取組23 高付加価値型グローバル企業の積極的誘致に向けた拠点整備
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